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• 「平成３１年度以降の接続料算定における長期増分費用方式の適用の在り方について 答申 第2章 1.3
次々期適用期間以降の接続料算定に向けた検討課題」の考え方を受け、長期増分費用モデル研究会（第65
回）資料にて「メタルIP電話及び光IP電話を一体とした固定電話網をモデル化の対象として、光ファイバや無線な
どメタル回線以外の方法でもサービス提供可能な設備構成とした場合に見直すべき事項について検討 」するとの前提
条件が示されたものと認識しております。

NTT東西殿ご提案に対する弊社意見（1/3）

よって、NTT東西殿の「コスティングの対象は実際にIP網を疎通する固定電話（PSTN）に限定する」ご提案
については本前提条件（メタルIP電話及び光IP電話を一体としたモデル化）を満たしていないものと考えます。

長期増分費用モデル研究会（第65回）資料
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NTT東西殿ご提案に対する弊社意見（2/3）
• 前ページの内容に加え、NTT東西殿ご提案モデルについては、固定電話（PSTN）とメタルIP電話とが併存したモデルと
なっており、モデル検討における基本的事項についての考え方（抜粋）1項、5項に照らすと、必ずしも最も効率的なモ
デルとは言えないのではないかと考えます。

• また、基本的事項についての考え方6項のとおり、 NTT東西殿ご提案の最終的なアウトプットに係るモデルの適用範囲
等については、プライシングの議論であると認識しており、本研究会での議論対象外と考えます。

• なお、弊社はモデル見直し検討に当たっての前提条件及び基本的事項についての考え方を踏まえ、効率的な「メタルIP
電話と光IP電話を一体とした光アクセスモデル」を提案しております。

モデル検討における基本的事項についての考え方（抜粋）

1項 設備・技術に関する想定
モデルで提示されるネットワークは、現時点で利用可能な最も低廉で最も効率的な設備や技術を採用するもの
とする。

5項 算定条件の中立性
モデルは、仮想的な事業者が現時点で利用可能な最も低廉で最も効率的な設備と技術でネットワークを新
たに構築した場合の費用を算定するものであり、モデルで想定するネットワークは、特定の事業者の設備構成を
前提とせず、合理的、一般的な仕様の機器を効率的に組み合わせたものとする。

6項 プライシングからの中立性
本研究会は、今後の長期増分費用方式に基づく接続料の算定方式の在り方等の検討に資するため、技術モ
デルの構築とこれを用いた費用算定を調査研究事項とするものであり、モデル入力値の適用領域や導入スピード
といった事項は検討対象外とする。
モデル策定に当たっては、原則として、個別のアンバンドル要素単位コストや地域単位コストを具体的に算定する、
いわゆるコスティング（費用把握方法）を専ら目的とし、算定されたコストから実際の接続料をどのように算定す
べきであるかという、いわゆるプライシング（接続料算定方法）の議論からの中立性を保つこととする。
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NTT東西殿ご提案に対する弊社意見（3/3）
 NTT東西殿ご意見
償却済み比率についてはその適用を取りやめるべき

 弊社意見
• 償却済み比率は、「長期増分費用に基づく接続料の平成25年度以降の算定の在り方 答申」にお
いて検討された補正ロジックであり、プライシング観点で導入が適当と判断されたものと認識しておりま
す。
したがって、コスティングを対象とした本研究会おいてその見直し是非を議論することは適当ではないと
考えます。




